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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
以下の理由により、上記論文は、博士（経済学）の学位を授与するに値するものと判断する。 
 
１．産地織物業に関する一次資料の丹念な分析によって、経済史学の常識的な理解に再検討を迫った。 
(1)力織機の導入後も、格子縞などについては、足踏み織機、手織機が存続し、それらの台数が増える場合すら
あったという新知見をもたらし、機械の導入は決して一直線に進んだのではないことを明らかにした。これ
によって、手工業→マニュファクチュアー→機械制大工業という常識的な発展段階認識を相対化させた。 
(2)従来、前貸し問屋制（賃織制度）は手工業段階と整合的であり、機械制工場化が進めば、その制度は消滅す
ると考えられていた。しかし、製品に季節性があり、また多数の柄が存在する縞木綿の場合、多品種生産を
機動的に行うため、足踏み織機で格子縞を織出す農家のみならず、力織機を備えた工場生産者をも賃織制度
で抱え込み、さらに力織機を備えた自家工場をも加えて、各々を製品ごとに専門化させ、全体として、有機
的かつ機動的な生産体制を採用していた。一般論的に、前貸問屋制を遅れた制度、機械制工場を進んだ制度
と理解してきた経済史学に反省を迫った。 
(3)産地織物業の場合、力織機を数十台備えた「工場」であっても、女工の就業の実態はかなり柔軟であり、定
時に始まり、定時に終業するような「工場」のイメージを先験的にもつことは誤りであることを明らかにし
た。 
 
２．経済史研究の先端的な潮流を丹念にフォローし、自らの個別的研究を、大きな研究の文脈の中に位置づけ
る努力を続けた。それらには、杉原薫「アジア間貿易論」、パット・ハドソン「リージョナル・パースペクティ
ブ」論、速水佑次郎「地域公共財」論、黒田明伸「伝統的インフォーマルネットワーク」論などがある。 
以上 
